釋空満寺通信平成三十年六月号
　ぶつぶつ　　発責者　田中　誠土
六月の本山行事
★釋空満地蔵尊水子供養法会
日時・六月二十四日　日曜日　
受付・八時、法会開始予定十時半
場所・本山　遥拝殿
今年で三十一回を迎えます、当山の
「釋空満地蔵尊水子供養法会」
右日程にて執り行います。
　当山で言うところの水子とは、数え年七歳までにこの世を去った、自身の子はもとより、自分の兄弟姉妹をも含めて言います。
　別紙申込み用紙に記入の上、面接時受付または本山まで郵送にて受付けます。（前日必着）
　代参供養は後日、供養の証の品を返信致します。
　猶、供養料　一万円志納にてお願い致します。
▼六月・管長面接予定
▽東京はお休み
▽大阪　五日正午～・六日十一時～
▽本山　九日・二十四日は地蔵祭
▽別院　十四日・二十七日
▽熊本　十五日　（十四時～十八時）
▽武雄　十六日 （十八時～二十時）
▽北九州　十七日（十四時~十七時）
▽宮崎　二十六日
▼七月・管長面接予定
▽東京　三日・四日（日程変更に注意）
▽本山　八日（千日詣）・十九日
▽別院　十四日・二十七日
▽熊本　十五日
▽大牟田　十六日
▽宮崎　二十六日
★あじさい供養（金運上昇の供養）
　今年のあじさい供養のあじさいの
数は、四本です。何色でも可。
床の間のタレ壁の裏か押入れの中などの、室内から一見出来ない所に、あじさいを紅白の紐で縛りドライフラワーを作るように下げる。その下に月に一度、お塩と霊酒を供える。これだけで金運アップです。

『生きる大事・死ぬ大事』　
「死を通して見えてくる幸せな生き方」
小林正観著
▼「惜しまれる死」には使命がある
▽若き死
　子供がかわいい盛りに亡くなると、親はこれ以上ないという悲しみを経験することになります。（これを仏教では、逆縁とか逆修という）
　実は、それは子供自身が生まれる前に書いたプログラムであり、それは親もそういうかたちで子供を先に逝かせるというシナリオで合意した上で出来上がっていることなのです。
　幼くして死んでいった子供は、その使命として何をこの世に伝えに来たいのかというと、残された人に対して、悲しみを与えに来たのだということです。
　つまり、悲しませるためにこの世に生まれ、早く死んで行った。そういうことに他なりません。
▽なぜこの悲しみ体験が必要なのか？
　子供に先立たれた親は、悲しむのは当然なのですが、悲しみを引きずることが必要なのではなく、それをいかに早く克服して、その悲しみさえも実は悲しみではなく、自分に色々なものを与えに来てくださったものなのだということを把握し、それを笑顔で乗り越えていくことをこの世で問われているのです。
　悲しみ体験を通じて、それを乗り越えた人は、同じようなつらい経験をしている人たちの相談に乗り、優しいアドバイスが出来、心温まる言葉で励まし、慰めることが出来るのです。
　人間がこれ以上味わえないであろう最大の悲しみは、かわいい盛りの子を亡くすという現象なのですが、この現象の特徴は、先立つ子供の霊格が親の霊格より高いということなのです。
　つまり、輪廻転生をする時間が短くなります。平均寿命でいえば、親は八十年も修行しなければ一回の人生が終わりませんが、その先立つ子は、数年で修行を終え、次のステップへ上がって行けるのです。
　この逆縁の意味は、親にその悲しみを残し、その悲しみを乗り越えさせるという試練を与えるのが、その子の使命だったのです。
　人間の感情として、半年や一年は悲しい気持ちが続くのは仕方ありませんが、それを何年も引きずるのは本意ではありません。
▽一日も早く乗り越えて、それを糧として笑顔でほかの人たちにアドバイス出来るようになること、それこそが、死んでいった子が親に対して投げかけたメッセージの本質なのです。
▼急死にも、闘病を経た死にも意味がある。
　また、若き死と同じように急に肉親を亡くした人の悲しみは、心の準備が出来ていないので、大変辛く悲しい思いをします。逆に長期入院などで、看病する人も心の準備が徐々に出来てくるということもあります。
　しかし、どちらにしてもその重さ、苦しさ、悲しさというものは変わらないでしょう。
　急死の悲しさで流す涙と、長期看護、看病で流す汗の量は結局、同じなのかも知れません。人間の体内から流れ出る水分で、苦しさ悲しさを流してくれるように仏様が段取りされているのかも知れません。
· 捨てる努力
人生の折返し点を過ぎたら、心の持ち方を、いかに捨てていくか、ということになっているようです。それがつまり、執着を捨てることに他なりません。
ただ、自分がこうなったら嬉しいとか、こうなったら楽しい、幸せだとかのように、喜びの上乗せを予定することは、いくら予定しても構いません。
それが、こうならなければ嫌だと思ったときに執着という名の重石、重りになるのです。
死ぬ前にその重いものを、全部手放すことが出来たら、死んだ時にすぐに精霊界から霊界に、時間を経ることなくスムーズに移行出来るのです。
▽喜びはプラスのイメージ、未練・執着はマイナスのイメージです。このように考え、マイナスの砂袋をいかに自分の身体から捨てることが出来るかが、人生後半の課題です。
　執着を捨てること、それは取りも直さず、自分が楽に軽く生きることなのです。
　そして、死の間際に笑顔で「ありがとう」という言葉を伝えることが出来たなら、残された家族はどれほど心が楽になるかわかりません。　　合掌
